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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第66期
第１四半期
累計期間

第67期
第１四半期
累計期間

第66期

会計期間
自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日

自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日

自　平成26年４月１日
至　平成27年３月31日

営業収益 （百万円） 25,894 29,275 114,262

経常利益又は経常損失（△） （百万円） △213 436 △783

四半期純利益又は四半期（当
期）純損失（△）

（百万円） △165 266 △2,982

持分法を適用した場合の投資利
益

（百万円） － － －

資本金 （百万円） 10,229 10,229 10,229

発行済株式総数 （千株） 39,611 39,611 39,611

純資産額 （百万円） 21,045 18,588 18,339

総資産額 （百万円） 83,063 80,161 78,089

１株当たり四半期純利益金額又
は１株当たり四半期（当期）純
損失金額（△）

（円） △4.99 8.03 △89.84

潜在株式調整後１株当たり四半
期（当期）純利益金額

（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － －

自己資本比率 （％） 25.3 23.2 23.5

　（注）１．当社は連結子会社が存在しないため、四半期連結財務諸表を作成しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第66期第１四半期累計期間及び第66期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、

１株当たり四半期（当期）純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第67期第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

５．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

６．営業収益は、売上高と営業収入を合計したものです。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクにおいて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　当社は小売及びこれに付随する事業を行う単一セグメントであるため、セグメント別の記載を行っておりません。

 

（１）業績の状況

　当第１四半期累計期間においては、スーパーセンター業態の店舗数増加を背景に加工食品や日配品が好調な食

品部門や、紙おむつや洗剤が好調なＨＢＣ（Health and Beauty Care）部門を中心に、全商品部門で売上が前年

を上回りました。

　特に既存店においては、前年同期比109.3％と大きく売上を回復させた一方で、人件費、減価償却費、広告宣

伝費、清掃費など前年同期に比べ約１億40百万円の経費削減を実現した結果、既存店の損益は前年同期比約７億

円改善しました。

　このような既存店の大幅な増収増益に支えられ、前期中に開店した新店の売上高と、テナント賃貸収入、太陽

光発電収入などを加えた営業収益は292億75百万円（前年同期比13.1％増）と増収となり、利益面でも、営業利

益は４億25百万円（前年同期は２億34百万円の損失）、経常利益は４億36百万円（同２億13百万円の損失）、四

半期純利益は２億66百万円（同１億65百万円の損失）と、いずれも、消費税増税にともなう駆け込み需要の反動

があった前年同期の損失幅を上回る利益を計上することができました。

 

（２）財政状態の分析

（総資産）

当第１四半期会計期間末における総資産は、商品在庫や売掛金の増加などにより、前事業年度末に比べ20億

72百万円増加し、801億61百万円となりました。

（負債）

負債は、支払手形及び買掛金や借入金の増加などにより、前事業年度末に比べ18億22百万円増加し、615億72

百万円となりました。

（純資産）

純資産は、利益剰余金の増加などにより、前事業年度末に比べ２億49百万円増加し、185億88百万円となりま

した。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成27年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 39,611,134 39,611,134

東京証券取引所

（市場第一部）

福岡証券取引所

単元株式数

100株

計 39,611,134 39,611,134 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成27年６月26日

（注）
－ 39,611,134 － 10,229 △1,970 7,974

（注）会社法第448条第１項の規定に基づき、資本準備金を減少し、その他資本剰余金に振り替えたものであります。

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成27年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成27年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 6,410,200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 33,047,000 330,470 －

単元未満株式 普通株式 153,934 － 一単元（100株）未満の株式

発行済株式総数  39,611,134 － －

総株主の議決権 － 330,470 －

（注）上記「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が、3,500株（議決権の数35個）含ま

れております。

②【自己株式等】

平成27年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社ミスターマックス
福岡市東区松田

一丁目５番７号
6,410,200 － 6,410,200 16.2

計 － 6,410,200 － 6,410,200 16.2

（注）１．上記のほか、株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が400株（議決権の数

４個）あります。

なお、当該株式は、上記「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の欄の普通株式に含めております。

２．当第１四半期会計期間末の自己株式数は6,410,624株です。

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成27年４月１日から平成27

年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成27年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,897 2,110

売掛金 1,544 2,255

商品 9,045 10,819

貯蔵品 77 97

その他 2,054 1,828

流動資産合計 14,621 17,111

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 16,877 16,580

土地 27,167 27,167

その他（純額） 5,546 5,396

有形固定資産合計 49,591 49,144

無形固定資産 171 156

投資その他の資産   

その他 13,705 13,747

投資その他の資産合計 13,705 13,747

固定資産合計 63,468 63,049

資産合計 78,089 80,161
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  （単位：百万円）

 
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成27年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 8,558 10,139

電子記録債務 5,120 5,594

1年内返済予定の長期借入金 10,750 11,949

未払法人税等 － 53

引当金 308 218

その他 5,040 4,063

流動負債合計 29,777 32,019

固定負債   

長期借入金 20,349 20,077

退職給付引当金 704 708

店舗閉鎖損失引当金 867 867

資産除去債務 1,119 1,124

その他 6,932 6,775

固定負債合計 29,972 29,553

負債合計 59,749 61,572

純資産の部   

株主資本   

資本金 10,229 10,229

資本剰余金 9,951 7,980

利益剰余金 622 2,858

自己株式 △2,598 △2,598

株主資本合計 18,204 18,470

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 85 113

繰延ヘッジ損益 49 4

評価・換算差額等合計 135 118

純資産合計 18,339 18,588

負債純資産合計 78,089 80,161
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（２）【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

売上高 ※ 24,705 ※ 28,057

売上原価 19,239 21,797

売上総利益 5,466 6,260

営業収入   

不動産賃貸収入 1,058 1,048

その他の営業収入 130 169

営業収入合計 1,189 1,217

営業総利益 6,655 7,478

販売費及び一般管理費   

販売費 1,312 1,338

一般管理費 5,577 5,714

販売費及び一般管理費合計 6,889 7,052

営業利益又は営業損失（△） △234 425

営業外収益   

受取利息 23 23

受取手数料 55 52

仕入割引 3 2

その他 29 15

営業外収益合計 112 94

営業外費用   

支払利息 84 81

その他 7 1

営業外費用合計 91 83

経常利益又は経常損失（△） △213 436

特別利益   

テナント解約収入 8 2

特別利益合計 8 2

特別損失   

固定資産除却損 16 2

投資有価証券評価損 1 －

特別損失合計 17 2

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △222 436

法人税、住民税及び事業税 34 24

法人税等調整額 △91 145

法人税等合計 △56 170

四半期純利益又は四半期純損失（△） △165 266
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【注記事項】

（四半期損益計算書関係）

※　消化仕入による売上の純額は次のとおりであります。

前第１四半期累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日）

265百万円 323百万円

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日）

減価償却費 535百万円 575百万円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月26日

定時株主総会
普通株式 166 5.0 平成26年３月31日 平成26年６月27日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、平成27年５月１日開催の取締役会において、平成27年６月26日開催の第66回定時株主総会に

て、下記のとおり資本準備金及び利益準備金の額の減少ならびに剰余金の処分に関する議案を付議するこ

とを決議し、同株主総会で承認されております。

 

（１）資本準備金及び利益準備金の額の減少及び利益剰余金の処分の目的

　当社は、平成27年３月期において2,982百万円の当期純損失を計上しております。

　この結果、繰越利益剰余金の欠損が発生しており、当該欠損を填補するとともに、今後の柔軟か

つ機動的な資本政策の実行を可能とするため、会社法第448条第１項の規定に基づく資本準備金及び

利益準備金の額の減少ならびに会社法第452条の規定に基づく剰余金の処分を行うことといたしまし

た。

（２）資本準備金及び利益準備金の額の減少の内容

①資本準備金

　平成27年３月31日現在の資本準備金の額9,944,800,464円のうち1,970,000,000円を減少し、その

全額を「その他資本剰余金」に振り替えました。

②利益準備金

　平成27年３月31日現在の利益準備金の額526,329,830円の全額を減少し、その全額を「繰越利益剰

余金」に振り替えました。

（３）剰余金の処分の内容

　上記による資本準備金振替計上後のその他資本剰余金1,976,206,555円のうち1,970,000,000円を

取り崩し、「繰越利益剰余金」に振り替えることにより、欠損を填補しました。

①減少する剰余金の項目及びその額

　その他資本剰余金　　　　　　　1,970,000,000円

②増加する剰余金の項目及びその額

　繰越利益剰余金　　　　　　　　1,970,000,000円

（４）効力発生日

平成27年６月26日
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（持分法損益等）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）及び当第１四半期累計期間（自　平成

27年４月１日　至　平成27年６月30日）

　当社は、小売及びこれに付随する事業を行う単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり

四半期純損失金額（△）
△4円99銭 8円03銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額

（△）（百万円）
△165 266

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四

半期純損失金額（△）（百万円）
△165 266

普通株式の期中平均株式数（千株） 33,202 33,200

（注）１．前第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失

金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年８月11日

株式会社ミスターマックス

（商号　株式会社ＭｒＭａｘ）

 

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 柴田　祐二　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 宮本　義三　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ミス

ターマックス（商号　株式会社ＭｒＭａｘ）の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの第67期事業年度の第１四半

期会計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成27年４月１日から平成27年６

月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ミスターマックス（商号　株式会社ＭｒＭａｘ）の平成27年６月30日

現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管

しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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